
會津若松建設事務所祭倶楽部「やってみっ会」活動体験記

寒風吹きすさぶ1月12日、約100名の参加者が白組と

紅組に別れ、会津美里町の高田地区で「奇祭高田大俵
引き」が行われ、我が「やってみっ会」からも５名が白組
として参加し、真剣勝負に挑みました。
１本目は白組が勝利。
２本目は紅組が勝利。

いよいよ勝負の３本目、引き子全員が上着を脱いで気
合十分。
結果は、健闘むなしく僅差で紅組の勝利。
今年は、商売繁盛の年になる。

昨年は白組が勝利し、大俵の上から子俵を観客に投
げましたが、今年は大俵の周りで警護担当。（悔しい!!）
来年は是非、俵をまくぞー！

勝負の後は、紅組白組合同での懇親会で、地元の皆
さんと楽しく交流しました。

参加者
松井 要介、菅野 淳、泉田 隆治、祓川 保之、
渡辺 拓雄
県中建設から吉田 憲弘

応援
五十嵐 健次郎、黒沢 剛臣
県庁から大内 洋平（昨年の会員）

大俵も準備され、戦いの舞台は整い観
客も大勢見守っている。

半股にさらし、法被を着込み『気合十
分！』いざ戦いの舞台に

伊佐須美神社の参拝も済ませ、いざ
戦いの舞台に集合。

我がやってみっ会は白組として参加、
地域の方々と協力し、１本目は、見事
に白組が勝利！

真剣勝負！ 『奇祭高田大俵引き』に参加。
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２本目３本目は気合に押されて？紅組
に惜しくも取られる。（悔しい）
〔商売繁盛〕


